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１．序論 

近年，子どもたちの自立心や思いやりなどの
欠如が社会問題となってきている.斉藤らは,生
活体験，社会体験，自然体験などが不足し「感
動の希薄化」につながっていることを指摘して
いる 4）．筆者は，スポーツでの達成感に「感動」
を覚え，何かの壁に当たるたび挑戦の活力にな
り，人間的成長が出来たと考える．戸梶（2004）
は,思春期から青年期前半にかけての感動体験
は自己効力感を高めると述べている 5）． 
そこで本研究ではキャンプでの感動体験が

児童の自己効力感に及ぼす影響を明らかにす
ることを目的とする． 
２．研究方法 
【対象者】平成 28 年 8 月 15 日から 8 月 23 日
8泊9日のNPO法人F森の学校が主催する「あ
まみネイチャーキャンプ」に参加した小学生男
子 10 名，女子 6 名の計 16 名を対象とした． 
【調査内容】参加者の自己効力感を測定するた
めに飯田（1992）らが作成した児童用一般性
セルフ・エフィカシー尺度 1)と成田（1995）ら
が作成した特性的自己効力感 2)の 2 因子「忍耐
強さ」「対人関係形成」を加えた 5 因子 20 項
目を使用した．感動体験を測定するために佐伯
ら（2006）が作成した感動体験尺度 3)を自然体
験用に筆者が修正した調査用紙を使用した．  
【調査時期】自己効力感は，キャンプ直前（pre）
キャンプ振り返り後（post2）キャンプ終了１
ヶ月後（post3）に回答を求めた．感動体験は，
カヤックツアー終了後（post1）キャンプ振り
返り後（post2）キャンプ終了１か月後（post3）
に回答を求めた． 
３．結果と考察 
1）参加者の自己効力感得点は,post2-post3 間
において 5％水準で有意な差（Z=-1.97,p<.05）
が見られた．キャンプの達成感から,不安やス
トレスがなくなり自身の成功体験が自信にな
り，自己効力感が向上したと考えられる．
pre-post3 間においても 1％水準で有意な差
（Z=-2.61,p<.01）が見られた．普段の生活で
は体験できないことを体験しそれをやり遂げ
たことが自信になり自己効力感得点に影響し
たのではないかと考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＊＊p<.01＊p<.05 
図 1 自己効力感得点の平均値の変化 

2）参加者の感動体験得点は, post1-post2 に有
意な変化(Z=-2.81,p<.01)が見られた．カヤック
ツアーでの困難を乗り越えた達成感が強く感
動を喚起させ感動体験の得点は向上したと考
えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊p<.01 
図 2 感動体験得点の平均値の変化 

3）感動体験と自己効力感の関連性は,感動体験
と自己効力感の間に post3（r=,666,p<.01）で
高い正の相関が見られた． 体験したことのな
いことを経験し，得る達成感や見たことがない
物や景色を見て感動することが動機づけに変
わり自己効力感を向上させると考えられる． 

表 1 感動体験と自己効力感の相関分析の結果 
 
 
 
 
 
 
４．まとめ 
 本研究では,以下のことが明らかになった． 

児童の自己効力感得点は.pre-post3 間に有
意に向上した．post2-post3 間においても有意
に向上した．感動体験得点は post1-post2 間に
おいて有意に向上した．キャンプにおける感動
体験と自己効力感の関連は post3 に正の相関
が認められた．今後の課題として今回使用した
感動体験尺度はキャンプでの「感動」を特定す
るものではなかったためキャンプにおいての
「感動」を特定して行う必要がある． 
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